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李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て

可

児

弘

明

始
め
に

本
稿
は
李
朝
時
代
（
一
三
九
二
〜
一
九
一
〇
年
）
の
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
「
葦
魚
」
の
産
出
と
利
用
の
一
端
に
つ
い
て
記
す
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
一
部
副
次
的
に
「
蘇
魚
」
に
つ
い
て
も
言
及
す

る
。
筆
者
は
ア
ジ
ア
の
タ
コ
食
用
に
関
し
て
間
歇
的
に
私
見
を
発

表
し
て
い
る
が
、
朝
鮮
半
島
の
タ
コ
食
を
論
じ
た
諸
説
を
整
理
す

る
段
階
で
李
朝
史
料
に
直
接
当
た
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
の
際

葦
魚
の
記
事
に
で
あ
い
、
葦
魚
を
鱠
に
す
る
こ
と
が
旧
稿
「
広
東

の
魚
生
食
に
つ
い
て
（
１
）
」
と
の
接
点
に
な
り
、
葦
魚
か
ら
え
た
知
見

を
還
元
し
て
広
東
の
鱠
食
を
考
え
直
す
契
機
と
な
っ
た
。
こ
れ
が

朝
鮮
史
を
専
攻
す
る
訳
で
も
な
い
筆
者
が
朝
鮮
半
島
に
敢
え
て
道

草
を
す
る
に
至
っ
た
い
き
さ
つ
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
を
表
題
と
し

な
が
ら
記
述
を
中
国
に
多
く
割
く
結
果
に
な
っ
た
の
も
ま
た
同
じ

事
情
か
ら
で
あ
る
。

文
中
、
朝
鮮
半
島
関
係
の
固
有
名
詞
、
一
般
名
詞
と
も
漢
字
名

に
従
う
ば
あ
い
が
多
い
の
は
、
漢
文
史
料
に
多
く
依
拠
し
、
か
つ

歴
史
的
資
料
を
提
示
す
る
関
係
か
ら
で
あ
っ
て
他
意
は
な
い
。
た

だ
し
ソ
ウ
ル
の
よ
う
に
現
地
名
が
定
着
し
て
い
る
語
は
別
で
あ
る
。

ま
た
本
稿
で
以
下
エ
ツ
と
い
う
時
は
原
則
と
し
て
魚
類
分
類
学
で

い
う
エ
ツ
属
の
一
種
エ
ツ
を
い
い
、
え
つ
と
す
る
時
は
魚
類
分
類

学
と
は
関
係
な
く
、
エ
ツ
属
の
魚
類
全
体
を
総
称
す
る
語
、
い
い

か
え
れ
ば
�
魚
一
般
を
意
味
す
る
語
と
す
る
。
た
だ
し
引
用
文
中

の
語
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

一

葦
魚
、
蘇
魚
の
語
に
つ
い
て

記
述
が
前
後
し
て
し
ま
っ
た
が
、
表
題
に
掲
げ
る
葦
魚
は
朝
鮮

語
の
漢
字
語
で
あ
り
、「
え
つ
」
を
意
味
す
る
。
漢
字
文
化
圏
の

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て

三
五
（
二
四
五
）



せ
い

せ
い

れ
つ

本
家
中
国
の
漢
語
で
は
、「
え
つ
」
は
�
（
�
）、
�
で
あ
る
。
�

べ
つ

と
う

ほ
う
び

魚
、
�
刀
、
�
魚
、
�
魚
の
他
、
鳳
尾
魚
、
馬
�
な
ど
の
異
名
が

あ
る
。

ソ
ウ
ル
が
漢
城
（
漢
陽
、
洌
陽
）
と
い
っ
て
い
た
李
朝
時
代
、

実
学
者
柳
得
恭
（
一
七
四
八
〜
？
）
が
漢
城
の
風
俗
を
ま
と
め
た

『
京
都
雑
志
』
巻
一
、
風
俗
、
酒
食
は
、
�
魚
の
俗
名
は
葦
魚
と

い
っ
て
い
る
（
２
）
。
同
じ
漢
字
で
あ
る
が
、
漢
語
で
あ
る
�
魚
／
�
魚

（
ゼ
オje-eo

）
よ
り
は
、
体
形
が
ア
シ
の
葉
に
似
る
と
こ
ろ
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
朝
鮮
語
の
漢
字
語
か
と
思
わ
れ
る
葦
魚
（
ウ
ィ
オ

w
i-eo

、
ウ
ン
オ
）
の
方
が
な
じ
み
深
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

葦
魚
の
方
を
多
く
見
受
け
る
。

き
ん

日
本
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
明
代
、
湖
北
省
�
州
の
本
草
家

李
時
珍
が
著
わ
し
た
『
本
草
綱
目
』
五
二
巻
が
日
本
に
入
っ
た
の

は
一
六
〇
七
年
（
慶
長
一
二
年
）
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
貝
原
益
軒

（
一
六
三
〇
〜
一
七
一
四
）
が
一
六
七
二
年
（
寛
文
一
二
年
）
に

出
版
し
た
『
本
草
綱
目
品
目
』
巻
四
四
、
魚
類
は
�
魚
に
「
た
ち

う
を
」
と
傍
訓
を
施
し
、
ま
た
『
本
草
和
名
抄
』
鱗
部
第
三
で
は

「
多
知
宇
於
」
と
読
ん
で
い
る
。
当
初
益
軒
が
�
魚
を
太
刀
魚
と

考
え
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
�
魚
を
太
刀
魚
と
取
り
違
え
る

記
述
は
、
他
の
本
草
書
や
『
本
草
綱
目
』
の
和
刻
本
に
も
見
ら
れ

る
（
３
）。

小
野
蘭
山
口
授
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、

一
八
〇
三
（
享
和
三
年
）
か
ら
一
八
〇
六
年
（
文
化
三
年
）
に
か

け
て
で
あ
る
。
一
八
四
七
年
（
弘
化
四
年
）
刊
の
重
訂
版
を
み
る

と
、
巻
四
〇
、
鱗
の
三
、
�
魚
は
「
エ
ツ

ウ
バ
エ
ツ
筑
後
小
者
」
と

し
、「
筑
後
柳
川
及
肥
前
寺
江
今
ハ
寺

井
ト
云
ニ
ア
リ
。
海
ヨ
リ
河
ニ
ノ
ボ

ル
モ
ノ
故
ニ
、
河
海
ノ
間
ニ
テ
ト
ル
」
と
解
説
し
た
上
で
、「
�

魚
ヲ
、
タ
チ
ウ
ヲ
ト
訓
ズ
ル
ハ
非
ナ
リ
」
と
批
判
し
て
い
る
（
４
）
。
本

書
が
�
魚
を
「
え
つ
」
と
正
解
し
た
最
初
の
本
草
書
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
本
草
学
が
�
魚
の
正
解
に
辿
り
着
く

ま
で
ず
い
ぶ
ん
と
手
間
取
っ
た
こ
と
だ
け
は
疑
い
な
い
の
で
あ
る
。

本
草
学
が
�
魚
を
正
解
に
導
く
ま
で
手
間
取
っ
た
の
は
、
漢
語

の
異
名
に
「
刀
」
の
字
が
つ
く
も
の
が
多
い
の
に
眩
惑
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
�
魚
が
広
く
人
目
に
ふ
れ
る
魚

で
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
杉

山
正
仲
、
小
川
正
格
著
『
筑
後
志
』（
安
永
七
年
、
一
七
七
八

年
）
の
校
訂
本
、『
校
訂
筑
後
志
』
巻
二
、
土
産
が
「
惠
津
魚

み
づ
ま

漢
名
�
魚
、
筑
後
川
の
末
流
、
三
潴
郡
草
場
の
辺
り
、
殊
に
多
し
。

漁
人
の
利
少
か
ら
ず
。
此
魚
他
州
に
産
す
こ
と
を
聞
か
ず
（
５
）
」
と
記

し
て
い
る
よ
う
に
、
産
地
が
筑
後
川
の
下
流
に
限
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
（
６
）
。
今
日
で
も
、
生
息
が
有
明
海
の
湾
奥
部
と
そ
こ
に
流
れ
込

ろ
つ
か
く

む
筑
後
川
（
福
岡
県
）、
六
�
�
（
佐
賀
県
）
の
下
流
だ
け
に
限

史

学

第
七
九
巻

第
三
号

三
六
（
二
四
六
）



ら
れ
る
（
７
）
。

江
戸
時
代
の
地
方
文
書
で
は
「
惠
津
魚
」
と
か
、「
時
魚
」
と

書
い
て
「
え
つ
」
と
読
ま
せ
た
（
８
）
。
こ
こ
で
い
う
時
魚
は
魚
名
の
	

魚
（
ヒ
ラ
）
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
初
夏
、
五
〜
八
月
に
な
る
と
、

毎
年
き
ま
っ
て
、
主
に
二
歳
魚
か
ら
な
る
産
卵
群
が
筑
後
川
の
感

潮
域
を
産
卵
場
へ
と
溯
る
習
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
時
を
知
ら
せ

る
魚
」
の
意
味
で
時
魚
と
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

筑
後
川
の
河
口
か
ら
約
八
キ
ロ
上
流
、
福
岡
県
大
川
市
に
、
ア

シ
の
葉
を
「
え
つ
」
に
変
え
た
と
い
う
空
海
伝
説
が
残
り
（
９
）
、
ま
た

み
づ
ま

三
潴
郡
城
島
町
に
は
空
海
を
祀
る
「
え
つ
大
師
」
が
あ
る
（
１０
）
。
し
か

し
筑
後
川
筋
で
は
、
ア
シ
は
え
つ
の
魚
名
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
。
ま
た
え
つ
と
い
う
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
�
の
中
国
音
ヘ

ツ
の
転
訛
と
い
う
説
が
あ
る
（
１１
）
。


は
体
形
が
�
刀
に
似
る
と
こ
ろ

か
ら
出
た
え
つ
の
別
称
で
あ
る
が
、
転
訛
説
の
当
否
に
つ
い
て
筆

者
は
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

有
明
海
産
の
え
つ
は
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
科
エ
ツ
属
の
一
種
に

分
類
さ
れ
、
学
名
はC

oilia
nasus

で
和
名
は
エ
ツ
、
対
応
す
る

英
名
はE
stuary

tapertailanchovy

で
あ
る
。
エ
ツ
は
す
こ
し

以
前
ま
で
「
朝
鮮
半
島
、
シ
ナ
海
（
１２
）
」
に
も
分
布
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
エ
ツ
は
形
態
が
チ

ョ
ウ
セ
ン
エ
ツ
に
酷
似
す
る
の
で
あ
る
が
、
尻
び
れ
の
軟
条
数
に

違
い
が
あ
り
、
両
者
を
別
種
と
考
え
る
方
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
１３
）
。
す
な
わ
ち
、
え
つ
の
分
布
は
、
黒

潮
、
黄
海
暖
流
、
対
馬
暖
流
、
さ
ら
に
は
え
つ
が
通
常
生
息
し
な

い
水
深
数
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、
東
シ

ナ
海
と
黄
海
域
に
は
マ
エ
ツC

oilia
m
ystus

、
チ
ョ
ウ
セ
ン
エ
ツ

C
oilia

ectenes

、
そ
れ
にC

oilia
brachygnathus

（
和
名
な
し
）

の
三
種
、
日
本
側
で
は
エ
ツC

oilia
nasus

た
だ
一
種
と
い
う
の

が
水
産
学
直
近
の
見
解
の
よ
う
で
あ
る
（
１４
）
。
魚
名
の
訳
語
も
こ
れ
に

即
し
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

李
朝
の
文
人
許
�
（
一
五
六
九
〜
一
六
一
八
）
が
漢
文
で
綴
っ

た
食
物
誌
『
屠
門
大
嚼
』
に
、
葦
魚
、
蘇
魚
の
名
が
出
て
く
る
。

編
訳
者
で
あ
る
鄭
大
聲
氏
は
葦
魚
に
チ
ョ
ウ
セ
ン
エ
ツ
、
蘇
魚
に

「
エ
ツ
」、
変
宗
に
「
サ
ッ
パ
」
の
訳
註
を
付
し
て
い
る
（
１５
）
。
葦
魚
は

�
魚
、
�
魚
の
俗
称
で
あ
る
か
ら
チ
ョ
ウ
セ
ン
エ
ツ
と
同
定
し
て

差
支
え
な
い
。
現
代
中
国
で
い
う
�
、
刀
�
、
刀
魚
、
長
�
�
で

あ
る
（
１６
）
。
他
方
の
蘇
魚
で
あ
る
が
、
蘇
は
蘓
と
も
書
く
。
鄭
大
聲
氏

が
「
エ
ツ
」
と
し
た
の
は
、
え
つ
が
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
の
南
九

州
に
か
け
て
広
く
分
布
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
期
の
訳
註
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
漢
語
の
魚
名
中
に
蘇
魚
と
い
う
名
は
見
当
ら
な
い
。

蘇
魚
は
酥
魚
と
音
通
し
、
漢
語
と
し
て
は
骨
ま
で
柔
ら
か
く
調
理

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て

三
七
（
二
四
七
）



し
た
魚
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
魚
名
の
蘇
魚
は
朝
鮮

生
ま
れ
の
漢
字
語
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
蘇
魚
を
ニ
シ
ン
科
の
海

水
魚
で
あ
る
サ
ッ
パ
と
訳
し
て
い
る
の
は
佐
々
木
道
雄
氏
で
あ
る
（
１７
）
。

韓
国
の
知
己
も
ま
た
そ
う
い
う
。
た
だ
し
蘇
魚
つ
ま
り
ソ
オ
（so-

eo

）
は
余
り
使
わ
な
い
語
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
「
ベ
ン
デ
ン

イ

B
aen-daeng-i

」
で
あ
る
と
い
う
。
ベ
ン
デ
ン
イ
は
相
当
す

る
漢
字
語
の
な
い
純
ハ
ン
グ
ル
語
で
あ
り
、
韓
国
で
「
ベ
ン
デ
ン

イ
の
気
立
て
」
と
い
う
と
、
度
量
や
了
見
の
狭
い
人
物
を
指
し
て

い
う
の
だ
と
い
う
。
李
朝
時
代
に
は
蘇
魚
の
進
貢
を
掌
る
「
蘇
魚

所
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
仄
聞
す
る
が
、
現
代
の
ソ
ウ
ル
で
は

塩
辛
の
材
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
サ
ッ
パ
は
釣
人
に
雑
魚
扱
い
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

意
外
に
人
気
が
な
い
（
１８
）
。
ま
た
漁
獲
対
象
種
と
な
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
経
済
価
値
が
低
い
た
め
、
漁
獲
統
計
を
整
備
し
て
い

な
い
地
域
が
少
な
く
な
い
し
、
江
蘇
省
の
沖
合
で
操
業
す
る
日
本

漁
船
で
も
サ
ッ
パ
を
持
ち
帰
っ
て
い
な
い
。
漁
獲
量
が
少
な
い
上
、

市
場
価
値
も
低
い
か
ら
だ
と
い
う
（
１９
）
。
し
か
し
サ
ッ
パ
を
マ
マ
カ
リ

と
い
う
地
方
名
で
呼
ぶ
岡
山
、
広
島
地
方
で
は
、
小
骨
の
多
い
本

種
を
酢
漬
け
に
し
て
食
べ
や
す
く
し
て
い
る
他
、
各
種
の
加
工
品

に
し
て
用
途
を
広
げ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
本
稿
で
は
暫
定
的
に
葦
魚
を
チ
ョ
ウ
セ
ン
エ
ツ
、
蘇
魚
を

サ
ッ
パ
と
し
て
記
述
を
進
め
、
変
宗
を
サ
ッ
パ
と
す
る
説
も
あ
る

と
付
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
問
題
が
す
っ
き
り

解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
渤
海
、
黄
海
に
分
布
し
、
朝
鮮
半
島

で
は
栄
山
江
、
錦
江
、
安
城
川
各
下
流
で
の
産
卵
が
知
ら
れ
て
い

る
マ
エ
ツ
（
ハ
ン
グ
ル
名
イ
ル
ミ
ョ
ン

il-m
yeong

現
代
中

国
名
鳳
�
、
鳳
尾
魚
）、
主
に
練
製
品
の
原
料
と
な
る
ツ
マ
リ
エ

ツ
、
一
名
マ
メ
ヒ
ラ
（Setipinna

tenuifilis

ハ
ン
グ
ル
名
バ

ン
ジ

bang-ji

現
代
中
国
名
黄
�
、
毛
�
、
�
口
）
が
視
野
か

ら
外
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
的
魚
名
と
現
代
分
類
学
の
そ

れ
と
が
ど
こ
ま
で
摺
合
せ
で
き
る
か
の
問
題
と
併
せ
、
今
後
の
課

題
と
す
る
。

二

葦
魚
、
蘇
魚
を
産
出
す
る
府
州
県
の
分
布

許
�
は
『
屠
門
大
嚼
』
の
な
か
で
、
漢
江
産
の
葦
魚
が
最
も
美

味
で
あ
る
と
評
価
す
る
が
、
漢
城
を
流
れ
る
川
の
特
産
魚
と
は
せ

ず
、
全
羅
道
で
は
旧
二
月
、
平
安
道
で
は
旧
五
月
に
な
る
と
し
、

全
道
的
産
出
を
示
唆
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
部
分
は
許
�
の
錯
覚

で
あ
り
、
	
魚
に
つ
い
て
い
っ
た
可
能
性
が
皆
無
な
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
本
稿
で
は
し
ば
ら
く
措
く
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
葦
魚
、

蘇
魚
と
も
に
京
畿
道
に
限
ら
ず
、
朝
鮮
半
島
西
沿
岸
の
広
い
範
囲

で
漁
獲
さ
れ
た
こ
と
は
以
下
に
お
い
て
述
べ
る
と
う
り
で
あ
る
。
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両
魚
の
産
出
が
朝
鮮
八
道
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
広
が
り
を
み

せ
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
李
朝
前
期
、
第
四
代
王

世
宗
（
在
位
一
四
一
八
〜
五
〇
年
）
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

『
世
宗
荘
憲
大
王
實
録
』
巻
一
四
八
か
ら
一
五
五
ま
で
の
地
理

志
、
い
わ
ゆ
る
『
世
宗
實
録
』
地
理
志
（
以
下
『
實
録
』
と
略
記

す
る
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
学
習
院
東
洋
文
化
研
究
所
が

一
九
五
七
年
に
刊
行
し
た
普
及
版
李
朝
實
録
に
よ
っ
て
関
係
資
料

を
抽
出
す
る
。

『
實
録
』
巻
一
四
八
、
京
畿
道
陽
川
県
、
土
産
の
条
を
み
る
と

「
土
産
、
縣
西
堀
浦
、
毎
冬
月
極
寒
産
白
魚
、
甚
美
最
先
上
供
。

楊
花
渡
下
、
主
産
葦
魚
・
水
魚
・
綿
魚
」
と
あ
り
、
楊
花
渡
の
下

流
に
お
い
て
葦
魚
を
産
出
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
李
朝
で
は

白
魚
は
旧
暦
一
一
月
宮
中
で
「
薦
新
品
」（
そ
の
季
節
に
出
た
初

物
の
食
品
）
と
さ
れ
た
（
２０
）
。
文
中
の
「
最
先
上
供
」
と
は
、
薦
新
品

と
し
て
進
上
し
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
葦
魚
は
こ
の
段
階

で
は
ま
だ
上
供
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
江
華
湾
か
ら
牙
山
湾
に
か
け
て
の
湾
奥
と
そ
こ
に
流
入

す
る
河
川
域
に
お
い
て
蘇
魚
が
漁
獲
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
巻
一
四
八
、
京
畿
道
仁
川
郡
、
同
安

山
郡
、
同
水
原
府
、
同
南
陽
府
、
巻
一
四
九
の
忠
清
道
稷
山
県
、

以
上
二
府
、
二
郡
、
一
県
で
あ
る
。
五
地
に
共
通
す
る
特
徴
は
蘇

魚
が
「
魚
梁
」
の
漁
獲
物
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
仁
川
郡
）
魚
梁
十
九
所
、
主
産
真
魚
、
又
産
烏
賊
魚
・
鱸

魚
・
刀
魚
・
洪
魚
・
廣
魚
・
舌
大
魚
・
蘇
魚
・
石
首
魚
（
下
略
）。

（
安
山
郡
）
魚
梁
五
、
主
産
蘇
魚
、
又
産
民
魚
・
首
魚
・
石
首

魚
（
下
略
）。

（
水
原
府
）
魚
梁
二
、
一
在
雙
阜
、
一
在
龍
城
酉
只
頭
、
主
産

蘇
魚
、
又
産
首
魚
・
民
魚
（
下
略
）。

（
南
陽
府
）
魚
梁
二
、
主
産
民
魚
・
蘇
魚
、
又
産
首
魚
・
沙

魚
・
真
魚
・
加
火
魚
（
下
略
）。

（
稷
山
県
）
魚
梁
一
所
、
主
産
蘇
魚
。

朝
鮮
半
島
の
魚
梁
と
は
、
川
の
瀬
に
仕
掛
け
て
流
れ
て
く
る
魚

を
落
し
入
れ
る
日
本
の
梁
瀬
と
は
ち
が
い
、
海
の
流
れ
が
集
ま
る

一
定
の
場
所
で
、
水
中
に
竹
や
木
を
フ
ェ
ン
ス
状
に
打
ち
込
ん
で

囲
い
を
設
け
た

、
簀
立
て
の
類
で
あ
り
、
上
っ
て
き
た
魚
が
出

に
く
い
よ
う
に
し
て
お
い
て
捕
獲
す
る
定
置
漁
具
の
こ
と
で
あ
る
。

リ
ア
ス
式
の
朝
鮮
半
島
西
海
岸
は
海
岸
線
が
激
し
く
屈
曲
す
る
上
、

水
深
が
浅
く
、
か
つ
干
満
潮
差
が
大
き
く
て
魚
梁
漁
業
に
有
利
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
高
麗
時
代
か
ら
西
海
岸
で
発
達
し
た
（
２１
）
。
魚

梁
は
蘇
魚
専
用
に
設
け
ら
れ
た
漁
具
で
は
な
い
が
、
右
に
あ
げ
た

安
山
郡
、
水
原
府
、
南
陽
府
、
稷
山
県
の
魚
梁
で
は
蘇
魚
が
主
産

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て
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魚
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
六
代
王
端
宗
二
年
（
一
四
五
四
）
に
完
成
し
た

『
實
録
』
地
理
志
で
は
、
葦
魚
は
漢
江
下
流
の
一
県
、
蘇
魚
は
江

華
湾
、
牙
山
湾
の
湾
奥
に
二
府
二
郡
一
県
と
産
出
地
が
偏
在
す
る

も
の
の
、
漢
江
下
流
の
特
産
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う

一
ヵ
所
、
北
方
の
鴨
緑
江
口
近
く
に
蘇
魚
の
産
出
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
巻
一
五
四
、
平
安
道
龍
川
郡
の
条
に
、「
土
産
蘇
魚
・
石

首
魚
・
民
魚
・
准
魚
（
下
略
）」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
本

例
を
加
え
て
も
蘇
魚
・
葦
魚
を
産
出
す
る
府
州
県
は
併
せ
て
僅
か

七
に
す
ぎ
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
七
と
い
う
の
は
行
政
区
の
数

で
あ
っ
て
、
漁
獲
に
直
接
か
か
わ
る
地
方
の
数
は
そ
の
何
倍
か
に

な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
寥
寥
と
し
た
状
態
で
あ
る

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
『
實
録
』
か
ら
八
〇
年
近
く
経
っ
た
第
一
一
代
王
中

宗
の
二
六
年
（
一
五
三
一
）
に
成
っ
た
『
新
�
東
國
輿
地
勝
覧
』

（
以
下
『
勝
覧
』
と
略
す
）
に
な
る
と
、
葦
魚
・
蘇
魚
を
産
出
す

る
府
州
県
の
数
が
画
期
的
に
増
大
す
る
と
と
も
に
地
域
的
な
偏
在

も
い
よ
い
よ
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
先
ず
、
葦
魚
を
産

出
す
る
府
州
県
は
京
畿
道
八
、
忠
清
道
一
〇
、
慶
尚
道
四
、
全
羅

道
八
、
黄
海
道
一
、
平
安
道
二
と
な
り
、
合
計
三
三
に
達
す
る
の

で
あ
る
。
ま
た
蘇
魚
を
産
出
す
る
府
州
県
に
つ
い
て
も
、
京
畿
道

五
、
忠
清
道
二
、
慶
尚
道
一
、
全
羅
道
二
、
黄
海
道
一
、
平
安
道

六
、
合
計
一
七
と
な
り
著
し
い
増
大
を
示
す
の
で
あ
る
。『
勝

覧
』
は
先
行
す
る
官
選
地
理
書
『
東
國
輿
地
勝
覧
』（
一
四
八
一

年
）
を
改
訂
増
補
し
て
成
っ
た
関
係
上
、
一
五
世
紀
末
近
く
の
状

態
と
一
六
世
紀
初
め
の
そ
れ
と
が
混
合
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
と

さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、『
實
録
』
と
比
較
し
て
産
出
府
州
県

が
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
。

図
１
は
『
勝
覧
』
に
よ
っ
て
葦
魚
・
蘇
魚
を
産
出
す
る
府
州
県

の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
は
そ
の
中
部
、
南
部

に
お
い
て
脊
梁
部
が
日
本
海
側
に
片
寄
る
た
め
、
豆
満
江
、
龍
興

江
を
除
き
、
主
要
な
河
川
は
殆
ん
ど
西
海
と
南
海
に
流
入
す
る
。

こ
の
関
係
か
ら
か
否
か
は
別
に
し
て
、
東
海
岸
の
咸
吉
（
咸
鏡
）、

江
原
両
道
に
分
布
が
皆
無
で
あ
る
。
ま
た
慶
尚
道
の
場
合
に
し
て

も
、
図
１
右
中
の
拡
大
図
が
示
す
よ
う
に
、
葦
魚
が
馬
山
浦
を
南

に
控
え
た
昌
原
、
洛
東
江
東
岸
の
梁
山
、
洛
東
江
を
さ
ら
に
溯
っ

た
密
陽
で
、
ま
た
葦
魚
・
蘇
魚
の
双
方
が
洛
東
江
河
口
西
に
立
地

す
る
金
海
で
産
出
す
る
な
ど
南
海
岸
に
集
中
し
、
東
海
岸
寄
り
に

産
出
地
は
な
い
の
で
あ
る
。『
實
録
』
で
朝
鮮
半
島
東
海
岸
に
葦

魚
・
蘇
魚
の
産
出
記
載
が
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
て
み
る
と
、

葦
魚
・
蘇
魚
は
西
海
の
魚
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
本
稿

に
付
し
た
産
出
地
の
拡
大
図
は
立
地
の
水
文
条
件
を
理
解
す
る
た

史

学

第
七
九
巻

第
三
号

四
〇
（
二
五
〇
）



図１ 葦魚・蘇魚を産出する府州県の分布（『新�東國輿地勝覧』による）。
�葦魚 ●蘇魚 □葦魚・蘇魚とも産出

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て

四
一
（
二
五
一
）



め
に
用
意
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
八
六
〇
年
頃
の
彩
色
写
本
と
さ

れ
て
い
る
「
東
輿
図
」
を
利
用
し
て
い
る
。

さ
て
西
海
岸
で
あ
る
が
、
最
北
の
平
安
道
で
は
宣
川
湾
に
臨
む

宣
川
を
中
に
し
て
、
そ
の
東
西
に
位
置
す
る
定
州
、
郭
山
、
鉄
山
、

龍
川
、
さ
ら
に
沿
岸
を
や
や
離
れ
た
亀
城
で
蘇
魚
を
産
出
す
る
と

さ
れ
る
。
蘇
魚
の
産
出
は
、
黄
海
道
海
州
湾
岸
を
経
て
、
京
畿
道

の
安
山
、
仁
川
、
水
原
、
南
陽
、
忠
清
道
の
洪
州
と
飛
び
飛
び
に

南
下
し
、
全
羅
道
の
霊
光
、
咸
平
に
至
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
葦
魚
の
産
出
は
大
同
江
に
�
む
平
壤
、
江
西
（
平
安

道
）
が
最
北
で
あ
り
、
同
地
か
ら
黄
海
道
黄
州
、
京
畿
道
（
陽
川
、

金
浦
、
陽
城
、
坡
州
、
高
陽
、
交
河
、
長
湍
）、
忠
清
道
（
林
川
、

韓
山
、
恩
津
、
扶
余
、
石
城
、
舒
川
、
新
昌
、
牙
山
、
�
山
）、

全
羅
道
（
全
州
、
古
阜
、
万
頃
、
扶
安
、
沃
溝
、
龍
安
、
咸
悦
、

羅
州
）
へ
と
移
る
の
で
あ
る
。

ま
た
京
畿
道
通
津
、
忠
清
道
稷
山
で
は
蘇
魚
、
葦
魚
と
も
産
出

す
る
と
さ
れ
る
。
以
上
の
う
ち
漢
江
下
流
か
ら
牙
山
湾
方
面
（
図

２
）、
錦
江
下
流
域
方
面
（
図
３
）
に
つ
い
て
は
拡
大
図
を
付
し

た
。
葦
魚
が
湾
奥
郡
と
そ
こ
に
流
れ
込
む
河
川
の
感
潮
域
に
生
息

す
る
魚
で
あ
り
、
そ
の
上
限
近
く
で
産
出
す
る
習
性
が
あ
る
こ
と
、

溯
上
す
る
の
を
見
定
め
て
漁
獲
す
る
の
に
た
い
し
て
、
蘇
魚
は
内

湾
性
が
強
い
こ
と
が
読
み
取
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

図
３
の
上
端
に
見
え
る
忠
清
道
の
扶
餘
は
百
済
の
古
都
で
あ
り
、

白
馬
江
の
左
岸
に
位
置
す
る
。
明
治
年
間
、
大
田
才
次
郎
は
、
錦

江
は
所
に
よ
り
名
を
変
え
な
が
ら
海
に
入
る
が
、
白
馬
江
が
景
河

に
な
る
と
、
感
潮
域
の
上
限
近
く
に
当
る
の
か
、「
海
潮
江
流
ニ

通
ス
ト
雖
ト
モ
鹹
味
甚
タ
和
セ
ス
シ
テ
淡
水
ノ
如
シ
」
と
な
り
、

河
沿
い
の
集
落
は
井
戸
を
掘
ら
ず
、
大
甕
を
地
中
に
埋
め
、
河
か

ち
り

ら
水
を
汲
ん
で
こ
れ
に
貯
え
る
。
数
日
す
る
と
濁
り
や
塵
が
沈
殿

し
て
さ
わ
や
か
な
飲
み
水
と
な
る
。
久
し
く
貯
え
る
と
さ
ら
に

「
清
冽
ヲ
加
フ
若
シ
�
�
ヲ
患
フ
ル
モ
ノ
之
レ
ヲ
飲
メ
ハ
輒
チ
能

ク
癒
治
ス
ト
云
フ
」
と
治
療
に
最
上
の
水
に
な
る
と
記
し
て
い
る
（
２２
）
。

感
潮
域
の
上
流
部
で
、
淡
水
域
の
広
が
り
と
相
接
す
る
上
限
近
く

が
筑
後
川
で
は
エ
ツ
の
産
卵
場
と
な
っ
て
い
る
が
（
２３
）
、
錦
江
で
は
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
知
り
た
い
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

三

鱠
（
魚
生
）
の
継
承
条
件

李
朝
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
葦
魚
を
鱠
に
し
て
生
食
し
た
が
、

比
較
研
究
の
都
合
上
後
に
回
し
、
先
ず
中
国
大
陸
に
お
け
る
鱠
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
を
し
た
の
か
見
る
こ
と
に
す
る
。

李
朝
の
百
科
全
書
『
芝
峰
類
説
』（
一
六
一
三
年
）
は
、
ト
ウ

ガ
ラ
シ
が
初
見
す
る
書
と
し
て
知
ら
れ
る
が
（
２４
）
、
同
書
は
食
性
は
時

代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
今
の
中
国
人
は
膾

史
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（
鱠
）
を
食
さ
ず
、
乾
肉
で
さ
え
煮

て
食
す
ほ
ど
で
あ
り
、
わ
が
国
人
が

膾
を
食
す
の
を
見
て
笑
う
（
一
九
、

食
餌
）
と
し
て
い
る
（
２５
）
。
筆
者
李
�
光

（
一
五
六
三
〜
一
六
二
八
）
は
李
朝

の
文
臣
で
あ
り
、
明
末
の
中
国
を
三

度
使
臣
と
し
て
訪
れ
て
い
る
。
た
だ

し
こ
の
見
聞
は
必
ず
し
も
当
っ
て
い

な
い
。

明
代
の
『
本
草
綱
目
』
巻
四
四
、

鱗
部
の
記
事
を
見
る
と
、
鱠
を
食
す

こ
と
へ
の
精
神
的
な
た
め
ら
い
や
、
人
体
に
与
え
る
害
悪

と
そ
の
辛
辣
さ
が
も
た
ら
す
薬
効
と
の
狭
間
で
葛
藤
を
見

せ
な
が
ら
も
鱠
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
魚
鱠
」
に
つ
い
て
「
凡
そ
諸
魚

さ
ん

の
鮮
活
な
も
の
を
薄
く
切
っ
て
血
�
を
洗
浄
し
、
蒜
・

せ
ん

そ
そ

韲
・
薑
・
醋
・
五
味
を
沃
い
で
食
ふ
も
の
（
２６
）
」
で
あ
る
と
し

た
上
で
、
そ
も
そ
も
命
あ
る
も
の
を
殺
す
こ
と
が
既
に
仁

愛
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
の
に
、
ま
し
て
や
肉
が
冷
え
き

ら
ず
、
動
く
力
さ
え
消
え
去
っ
て
い
な
い
生
々
し
い
も
の

を
食
す
る
も
の
だ
と
断
じ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
鱠
の
持
つ

図 2 葦魚・蘇魚を産出する府州県（漢江下流
から牙山湾方面。記号は図１に同じ）

図 3 葦魚を産出する府州県（錦江下流域方面。
記号は図 1に同じ）

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て
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辛
辣
さ
が
病
い
を
劫
や
か
し
て
治
癒
に
導
く
奇
効
が
あ
る
こ
と
や
、

身
体
を
温
め
、
冷
え
・
湿
病
・
麻
痺
を
取
り
除
く
効
果
が
あ
る
反

面
、
腹
部
に
塊
り
の
で
き
る
病
気
、
不
治
の
長
患
い
、
そ
の
他
奇

病
と
な
っ
て
人
体
を
害
す
と
警
告
す
る
の
で
あ
る
（
２７
）
。
さ
ら
に
生
魚

を
食
し
て
発
病
し
た
も
の
が
あ
り
、
薬
を
用
い
て
下
さ
せ
た
も
の

を
見
た
と
こ
ろ
、
既
に
虫
の
形
に
な
っ
て
い
て
、
す
じ
模
様
ま
で

見
え
た
（
２８
）
と
い
う
伝
聞
を
語
っ
て
い
る
の
は
、
寄
生
虫
の
こ
と
を
い

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
広
州
東
山
の
明
代
墳
墓
か
ら
南
京
工
部

尚
書
戴
縉
夫
人
周
氏
（
一
四
二
三
〜
一
五
〇
二
）
の
ミ
イ
ラ
化
し

た
遺
体
が
発
掘
さ
れ
、
そ
の
腸
内
糞
便
中
に
肝
臓
ジ
ス
ト
マ
（
肝

吸
虫
）
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
淡
水
魚
を
生
食
し
て
い
た

論
拠
に
な
る
と
主
張
さ
れ
た
（
２９
）
。
戴
縉
は
淡
水
魚
の
養
殖
で
知
ら
れ

た
広
東
省
南
海
県
の
出
身
で
あ
る
。

鱠
を
食
す
風
習
は
中
国
の
南
方
で
顕
著
で
あ
り
、
清
初
の
書

『
広
東
新
語
』
に
「
魚
生
」
と
し
て
関
連
記
事
が
多
数
見
ら
れ
る
。

著
者
屈
大
均
（
一
六
三
〇
〜
一
六
九
六
）
は
李
時
珍
よ
り
一
一
〇

余
年
、
李
�
光
よ
り
七
〇
年
近
く
後
れ
、
明
末
崇
禎
三
年
に
生
ま

れ
た
。
し
か
し
明
の
滅
亡
に
あ
っ
て
官
途
に
つ
か
ず
、
前
朝
の
遺

臣
と
し
て
生
き
た
こ
と
で
語
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。『
広
東
新

語
』
は
晩
年
の
著
作
（
３０
）
、
あ
る
い
は
一
六
八
〇
年
代
を
下
ら
な
い
と

み
る
説
が
あ
る
（
３１
）
。

同
書
に
よ
る
と
広
東
は
鱠
、
広
西
は
ナ
レ
ズ
シ
（
�
）
が
よ
い
。

広
東
で
は
「
魚
生
」
と
称
し
て
、
新
鮮
な
魚
の
皮
を
は
ぎ
、
生
臭

い
と
こ
ろ
を
洗
い
落
し
て
か
ら
蝉
の
翅
の
よ
う
に
薄
く
切
り
、
椒

�
（
山
椒
と
芹
科
の
ヨ
ロ
イ
グ
サ
）
を
付
け
合
せ
、
古
い
濁
酒
や

醋
を
た
ら
し
て
食
す
（
巻
二
二
、
魚
生
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
息

を
軽
く
吹
き
か
け
る
だ
け
で
飛
ぶ
か
の
よ
う
に
薄
く
こ
し
ら
え
た

の
は
、
口
中
で
の
生
臭
さ
を
抑
え
る
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

鱠
の
材
料
と
な
る
魚
に
つ
い
て
、
屈
大
均
は
魚
を
陰
陽
五
行
に

よ
っ
て
分
類
す
る
。
例
え
ば
波
の
上
を
喜
ん
で
泳
い
だ
り
奔
流
を

跳
躍
す
る
有
鱗
の
魚
は
陽
類
で
あ
り
、
好
ん
で
泥
中
に
伏
せ
る
無

鱗
の
魚
は
陰
類
で
あ
る
と
す
る
（
巻
二
二
、
魚
生
）。
ま
た
長
く

ふ
な

水
中
に
潜
む
�
魚
は
土
、
水
上
を
浮
游
し
た
り
跳
躍
す
る
�
は
水
、

有
鱗
の
魚
は
火
と
、
五
行
へ
の
配
当
も
行
な
わ
れ
る
（
巻
二
二
、

魚
）。
そ
の
上
で
、
屈
大
均
は
お
よ
そ
魚
は
陽
に
従
っ
て
行
動
す

る
も
の
で
あ
り
、
春
夏
は
水
に
浮
い
て
流
れ
を
溯
り
、
秋
冬
は
水

中
に
沒
し
て
流
れ
に
ま
か
せ
、
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
が
な
い
。
魚

が
浮
い
た
時
に
鱠
に
つ
く
り
、
沒
し
た
時
に
は
烹
食
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
う
す
れ
ば
人
体
を
害
す
る
こ
と
が
な
い
と
主
張
す
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
陽
類
の
魚
を
生
食
す
る
と
陽
の
気
を
助
け
、
人
体

に
気
力
を
与
え
、
陰
類
の
魚
を
熟
食
す
る
と
陰
の
気
を
育
て
て
く

史
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れ
る
が
、
陰
類
の
魚
を
鱠
に
つ
く
っ
て
食
べ
て
は
な
ら
ぬ
（
巻
二

二
、
魚
生
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
陽
類
の
魚
を
生
食
し

た
時
は
、「
須
食
魚
熟
以
適
其
和
」（
巻
二
二
、
魚
生
）
と
注
意
を

喚
起
し
て
い
る
。
粤
語
は
漢
語
の
古
形
態
を
よ
く
保
存
す
る
一
方
、

タ
イ
諸
語
や
ベ
ト
ナ
ム
語
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
特
徴
を
も
つ
と

さ
れ
る
。
単
語
の
語
構
成
上
に
お
い
て
、
修
飾
成
分
を
後
置
す
る

形
式
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
の
は
そ
の
一
つ
と
さ
れ
る
。「
魚
生
」、

「
魚
熟
」
は
正
に
そ
の
例
で
あ
り
、
魚
生
は
な
ま
魚
す
な
わ
ち
サ

シ
ミ
、
魚
熟
は
煮
魚
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
広
東
新
語
』

は
魚
生
を
食
べ
た
後
で
煮
魚
を
必
ず
食
べ
て
調
和
を
と
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
魚
を
生
食
す
る
と
い
っ
て
も
、
火
食
と

い
う
中
華
の
食
伝
統
、
火
食
の
本
筋
を
踏
み
外
し
た
異
端
の
食
で

は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
『
広
東
新
語
』
の
清
初
か
ら
、
時
代
が
一
挙
に
清
末
一
九

世
紀
後
半
ま
で
下
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
広
東
省
の
ば
あ
い
、

江
蘇
省
江
都
（
揚
州
）
の
人
張
心
泰
の
見
聞
記
『
粤
遊
小
志
』

（
一
八
八
四
年
序
）
巻
三
、
風
俗
に
よ
っ
て
、
広
州
府
だ
け
で
な

く
、
省
東
部
の
潮
州
府
、
嘉
應
州
に
お
い
て
も
清
末
な
お
鱠
を
食

す

し
た
こ
と
や
、
潮
州
と
嘉
應
方
面
で
は
醋
を
用
い
る
が
、
広
州
と

各
郡
で
は
和
え
醋
を
少
し
し
か
用
い
ず
、「
雜
拌
」
に
す
る
こ
と

が
多
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
雜
拌
に
つ
い
て
は
内
容
が
具
体

的
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
飾
り
を
兼
ね
て
多
種
類
か
つ
多
量

つ
ま

の
薬
味
な
い
し
端
を
添
え
た
上
、
味
を
引
き
た
た
せ
る
多
種
類
の

調
味
料
を
和
え
、
か
き
ま
ぜ
て
食
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
広

東
の
正
月
料
理
「
�
世
界
（
３２
）
」
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
清
末
雜
拌
が

移
民
に
よ
っ
て
海
外
に
伝
え
ら
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の

「
�
起
」
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
旧
著
で
指
摘
し
た
と

う
り
で
あ
る
（
３３
）
。
い
わ
ば
フ
ィ
ツ
シ
ュ
・
サ
ラ
ダ
に
近
い
形
に
変
化

し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
書
は
食
べ
残
し
の
魚
生
を
粥
に
入
れ

る
魚
生
粥
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
中
華
民
国
初
年
に
な
る
と
、
北
方
の
�
羊
肉
な
み
に
、

鍋
を
囲
み
、
用
意
し
た
魚
や
鳥
獣
の
切
身
、
鷄
卵
、
菜
類
を
熱
湯

に
く
ぐ
ら
せ
て
食
す
こ
と
が
徐
珂
『
清
稗
類
鈔
』
飲
食
、
巻
九
二

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
今
之
食
魚
生
者
皆
以
�
、
先
煮
沸
湯
於

鑪
、
間
有
以
青
魚
鯉
魚
代
之
者
」
と
、
�
（
草
魚
）
が
本
筋
で
あ

り
、
青
魚
（
ア
オ
ウ
オ
）
や
鯉
魚
（
コ
イ
）
で
代
用
す
る
こ
と
も

あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
続
い
て
「
其
下
燃
火
、
湯
中
雑
以
菠
莱
、

生
魚
鏤
切
爲
片
、
盛
之
盤
、
食
時
投
於
湯
。
亦
有
以
生
豕
肉
片
生

鷄
肉
片
生
山
鷄
肉
片
生
野
鴨
肉
片
生
鷄
卵
加
入
者
」
と
い
う
の
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
熟
鱠
」
化
で
あ
る
が
、
各
種
寄
生
虫
の
中
間

宿
主
に
な
る
こ
と
が
あ
る
淡
水
魚
を
食
材
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

熱
湯
に
く
ぐ
ら
せ
熟
鱠
に
傾
斜
し
た
こ
と
も
納
得
が
い
く
。
広
東

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て
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省
順
徳
県
の
冬
至
料
理
「
炉
辺
」、
香
港
の
「
打
辺
炉
」
の
類
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
広
東
新
語
』
の
魚
生
粥
よ
り
火
食
が
強
く

意
識
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
広
東
に
お
い
て
鱠
な
い
し
魚
生
の
食
習
慣
が
形

を
変
え
な
が
ら
も
時
代
を
こ
え
て
連
綿
と
継
承
さ
れ
た
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
条
件
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
広
東
新
語
』
に
即
し
て
広
東
の
魚
生
食
が
一
時
期
の
流
行
で
終

ら
な
か
っ
た
理
由
を
探
っ
て
み
る
と
、
次
の
二
つ
の
条
件
が
あ
げ

ら
れ
る
。

第
一
は
、
地
縁
、
血
縁
の
構
成
員
を
結
び
つ
け
て
仲
間
関
係
を

強
固
に
す
る
上
で
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。『
広
東

新
語
』
に
よ
れ
ば
宴
会
で
も
（
巻
一
四
、
�
膾
）、
親
戚
間
の
相

互
往
来
に
際
し
て
も
（
巻
二
二
、
	
魚
）、
魚
生
は
成
員
を
歓
待

す
る
上
で
不
可
欠
の
料
理
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
粤
遊
小
志
』
巻
三

に
も
、
客
を
も
て
な
す
の
に
好
ん
で
小
皿
数
十
枚
に
違
う
種
類
の

魚
生
を
つ
く
る
風
が
あ
っ
た
と
あ
る
。

第
二
に
、
た
だ
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
摂
取
す
る
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
に
食
す
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。『
広
東
新
語
』
巻
二
二
、
魚
生
に
、
魚
生
の
会
が

多
数
存
在
し
、
暁
に
心
を
空
墟
に
し
て
魚
生
を
食
す
こ
と
が
行
な

わ
れ
た
と
い
い
、
あ
る
い
は
一
陽
来
復
の
冬
至
に
魚
生
を
食
し
て

陽
の
気
の
回
復
を
助
け
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
と
あ
る
。
魚
生
に

し
て
味
の
よ
い
魚
や
そ
の
季
節
に
つ
い
て
関
心
を
示
す
記
事
も
随

所
に
認
め
ら
れ
る
が
、
鱠
な
い
し
魚
生
が
一
定
地
域
の
食
と
し
て

根
着
く
に
は
嗜
好
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
な
り
の
条
件
が

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
屈
大
均
の
周
辺
す
な
わ
ち
広
州
府
に
お
い
て

は
、
差
し
当
り
魚
生
に
社
会
的
、
精
神
的
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
、

住
民
の
生
活
と
縒
り
合
っ
て
い
た
点
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

上
海
で
書
店
を
経
営
、
魯
迅
ら
と
親
交
を
結
ん
だ
内
山
完
造

（
一
八
八
五
〜
一
九
五
九
）
の
著
書
に
、
ア
オ
ウ
オ
の
鱠
が
戦
前

浙
江
省
に
あ
っ
て
、
フ
グ
サ
シ
の
よ
う
に
薄
く
切
っ
て
ネ
ギ
、
生

姜
の
み
じ
ん
刻
み
を
和
え
、
醤
油
、
酢
、
胡
麻
油
、
胡
椒
と
混
ぜ

て
食
す
の
が
杭
州
市
の
西
に
あ
る
西
湖
の
名
物
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
語
ら
れ
て
い
る
（
３４
）
。
こ
こ
で
も
鱠
を
郷
土
食
と
し
て
根
付
か
せ

た
諸
条
件
が
折
り
重
な
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

研
究
の
現
段
階
は
鱠
（
魚
生
）
食
の
慣
行
地
に
つ
い
て
民
俗
地

図
を
作
成
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
中
国
全
土

に
満
遍
な
く
分
布
し
た
歴
史
的
な
食
文
化
で
は
な
か
っ
た
。
鱠
食

の
継
承
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
の
条
件
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
項
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
末
李
朝
の
使
臣
で
あ

っ
た
李
�
光
が
中
国
人
が
鱠
を
食
さ
な
い
と
し
た
の
は
、
非
鱠
食

の
地
域
、
人
か
ら
の
伝
聞
に
よ
っ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。

史
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四

李
朝
期
に
お
け
る
葦
魚
の
利
用

溯
河
魚
を
鱠
に
す
る
こ
と
は
李
朝
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
た
が
、

中
国
南
方
の
そ
れ
と
違
っ
て
、
魚
を
陰
陽
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
る

考
え
は
な
か
っ
た
。
魚
の
行
動
を
理
解
す
る
根
本
が
異
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
広
東
新
語
』
の
理
解
す
る
と
こ

ろ
は
「
凡
魚
行
隨
陽
、
春
夏
浮
而
溯
流
、
秋
冬
沒
而
順
流
」（
巻

二
二
、
魚
生
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
広
東
新
語
』
よ
り
先
行
す

る
『
芝
峰
類
説
』
に
同
一
の
文
が
見
ら
れ
る
。

小
説
曰
、
魚
行
隨
陽
、
春
夏
浮
而
遡
流
、
秋
冬
沒
而
順
流

（
二
〇
、
鱗
介
）

と
い
う
一
節
で
あ
る
。
つ
ま
り
魚
の
行
動
が
陽
に
従
う
と
は
屈
大

均
が
創
唱
し
た
説
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
先
人
の
説
を
引
用
し
た

の
で
あ
る
（
３５
）
。

し
か
も
李
�
光
は
こ
の
説
に
疑
問
を
は
さ
み
、

余
謂
魚
潜
物
也
、
隨
気
升
降
、
理
固
然
矣
。
但
今
銀
魚
青

魚
、
冬
時
出
於
海
邊
、
未
可
以
一
理
推
也
（
二
〇
、
鱗
介
）

と
し
、
魚
は
節
気
す
な
わ
ち
季
節
に
よ
っ
て
行
動
す
る
も
の
で
あ

は
た
は
た

に
し
ん

る
が
、
昨
今
は
本
来
な
ら
春
に
姿
を
現
わ
す
銀
魚
・
青
魚（
３６
）が
冬
の

海
辺
に
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
一
理
に
よ
っ
て
す
べ
て
を

推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
李
朝
の
実
学
に
先
駆
的
な
役
割

を
果
た
し
た
人
物
ら
し
い
主
張
を
す
る
の
で
あ
る
。
李
�
光
の
説

を
敷
衍
し
て
い
え
ば
、
川
を
溯
る
魚
は
季
節
に
よ
る
の
で
あ
り
、

陽
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

李
朝
後
半
の
歳
時
記
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
こ
の
問
題
を
検
証

し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一
八
世
紀
後
半
の
『
京
都
雑
志
』
風

俗
篇
、
巻
一
に
、
葦
魚
を
め
ぐ
る
歳
時
風
俗
に
つ
い
て
簡
略
な
記

事
が
あ
る
。
同
書
は
『
芝
峰
類
説
』
よ
り
一
世
紀
半
以
上
も
後
世

の
書
で
あ
る
が
、
内
容
は
開
国
以
前
に
お
け
る
ソ
ウ
ル
の
歳
時
風

俗
で
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
晩
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
司
甕

院
が
漢
江
下
流
の
幸
州
付
近
に
お
い
て
葦
魚
を
網
で
獲
っ
て
宮
中

に
進
上
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
民
間
で
は
こ
の
季
節
に
な
る
と
葦

魚
を
鱠
に
す
る
習
慣
が
あ
り
、
魚
商
人
が
遍
く
漢
陽
の
街
を
め
ぐ

り
、
声
を
張
り
あ
げ
、
鱠
材
の
葦
魚
を
振
り
売
り
す
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る
（
３７
）
。
さ
ら
に
『
京
都
雑
志
』
を
原
形
に
し
た
と
さ
れ
る
洪

錫
謨
著
『
東
国
歳
時
記
』（
一
八
四
九
年
李
子
有
序
）
三
月
、
月

内
行
事
に
も
、
ほ
ぼ
同
文
の
記
述
が
見
ら
れ
る
（
３８
）
。
つ
ま
り
、
新
た

な
歳
時
を
無
事
に
迎
え
た
喜
び
を
葦
魚
の
到
来
に
言
寄
せ
、
葦
魚

の
膾
を
共
食
し
て
歳
時
を
祝
う
心
情
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、

陰
陽
の
観
念
に
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
宮
中
に
お
い
て
は
、
葦
魚
の
進
上
を
受
け
、
薦
新
品
す
な

わ
ち
葦
魚
を
初
物
と
し
て
祖
先
を
祭
る
宗
廟
に
供
え
た
。
尹
瑞
石

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て

四
七
（
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氏
に
よ
る
と
、
葦
魚
は
旧
暦
三
月
に
供
え
る
薦
新
食
品
中
の
一
品

で
あ
っ
た
（
３９
）
。
民
間
で
季
節
の
葦
魚
を
鱠
に
し
て
歳
時
の
食
と
し
た

こ
と
と
通
底
す
る
心
情
で
あ
る
。

薦
新
食
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
宮
中
に
お
い
て
葦
魚
が

食
材
と
し
て
な
に
が
し
か
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。
そ
の
一
端
で
あ
る
が
、
姜
仁
姫
氏
の
書
に
、
王
が
臣
下
に
下

賜
す
る
食
品
類
（
封
送
）
中
に
「
え
つ
」、「
さ
っ
ぱ
」
が
含
ま
れ

る
と
い
う
興
味
深
い
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
４０
）
。
両
魚
の
原
書
に

お
け
る
語
を
確
認
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
下
賜
が
旧
三
〜
五

月
に
多
く
、
両
魚
の
漁
期
と
重
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
訳

書
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

例
示
さ
れ
た
の
は
一
七
八
二
年
か
ら
九
三
年
ま
で
奎
章
閣
検
書

り
と
く
ぼ
う

官
を
務
め
て
い
た
李
徳
懋
（
一
七
四
一
〜
九
三
）
が
賜
わ
っ
た
も

の
で
あ
る
。
試
み
に
同
人
四
七
歳
の
一
年
間
に
下
賜
さ
れ
た
の
は
、

え
つ
七
�
ぎ
、
塩
漬
け
の
え
つ
三
�
ぎ
、
さ
っ
ぱ
三
�
ぎ
、
塩
漬

け
の
さ
っ
ぱ
五
�
ぎ
、
塩
漬
け
の
ひ
ら
三
匹
、
い
し
も
ち
二
匹
、

に
し
ん
二
�
ぎ
、
干
し
た
ぼ
ら
一
匹
、
山
橘
一
五
個
、
串
柿
一
〇

〇
個
、
生
雉
一
羽
で
あ
る
。
�
ぎ
と
は
魚
の
ば
あ
い
鰓
に
ワ
ラ
や

串
を
通
し
て
�
い
だ
も
の
で
あ
り
、
一
�
ぎ
は
二
〇
匹
単
位
で
あ

る
と
い
う
。
�
い
で
塩
干
物
に
す
る
便
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
筑

後
川
で
も
旧
時
ウ
バ
エ
ツ
を
干
物
に
し
て
遠
方
に
輸
送
し
て
い
た
（
４１
）
。

李
徳
懋
は
『
京
都
雑
志
』
を
編
ん
だ
柳
得
恭
と
並
ん
で
奎
章
閣

四
検
書
の
一
人
と
い
わ
れ
、
中
国
詩
壇
で
の
文
名
も
高
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
庶
子
の
出
自
で
あ
っ
た
た
め
に
高
い
官
位
に
つ
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
（
４２
）
。
下
賜
品
が
官
位
に
よ
っ
て
差
異
が
つ
け
ら

れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
宮
中
で
年
間
消
費
す
る
下
賜
品
の
え

つ
だ
け
で
も
、
司
甕
院
が
漁
獲
す
る
量
で
は
と
う
て
い
賄
い
き
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
各
地
か
ら
進
上
さ
れ
る
貢
物
に

よ
っ
て
賄
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

漢
江
を
溯
河
し
て
く
る
魚
は
葦
魚
に
限
ら
な
か
っ
た
。
金
邁
淳

（
一
七
七
六
〜
？
）
が
洌
陽
（
ソ
ウ
ル
）
の
歳
時
を
記
録
し
た

『
洌
陽
歳
時
記
』（
一
八
一
九
年
跋
）
旧
暦
三
月
の
項
に
出
て
く
る

「
貢
指
」
と
い
う
美
し
い
魚
が
そ
れ
で
あ
る
。
旧
暦
三
月
の
初
め
、

び
い
ん

銀
鱗
を
躍
ら
せ
て
漢
江
を
溯
上
し
、
京
畿
道
楊
州
郡
�
陰
ま
で
上

っ
て
く
る
。
大
き
い
も
の
に
な
る
と
体
長
一
尺
に
達
す
る
。
鱗
が

あ
つ
も
の

細
か
く
て
肉
が
厚
く
、
鱠
に
し
て
も
羹
（
濃
厚
な
吸
物
）
に
し

て
も
よ
い
。
二
十
四
節
気
の
一
つ
、
穀
雨
（
陽
暦
四
月
二
〇
日

コ
ツ
ク
チ

頃
）
を
前
後
し
て
川
上
り
を
始
め
る
の
で
「
穀
至
」、
そ
れ
が
訛

コ
ン
グ
チ

転
し
て
「
貢
指
」
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
４３
）
。
貢
指
と
い
う
魚

名
は
『
實
録
』
に
も
『
勝
覧
』
に
も
出
て
こ
な
い
。
姜
仁
姫
氏
も

こ
の
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
が
学
名
、
和
名
を
付
し
て
い
な
い
（
４４
）
。

和
名
未
詳
な
が
ら
、
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
葦
魚
と
同

史
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じ
よ
う
に
（
産
卵
場
へ
と
）
川
上
り
す
る
魚
で
あ
り
、
ま
た
鱠
に

つ
く
ら
れ
て
時
食
と
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

溯
河
魚
は
ま
だ
他
に
も
存
在
す
る
。
前
述
し
た
マ
エ
ツ
（
イ
ル

ミ
ョ
ン
）
も
そ
う
で
あ
る
し
（
４５
）
、
歴
史
的
に
	
魚
と
か
�
白
と
い
わ

れ
、
朝
鮮
半
島
で
は
俗
に
眞
魚
（
ジ
ュ
ン
チ
）
と
さ
れ
た
ヒ
ラ

（Ilisha
elongata

）
は
、
韓
国
西
海
岸
群
山
に
お
け
る
観
察
で
は

六
月
を
中
心
に
錦
江
下
流
水
域
で
産
卵
を
行
な
い
、
盛
期
に
は
河

口
か
ら
上
流
約
一
五
キ
ロ
の
地
点
ま
で
達
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
（
４６
）
。
石
首
魚
（
イ
シ
モ
チ
、
俗
称
グ
チ
）
や
�
魚
（
ス
ズ
キ
）

が
海
か
ら
川
に
入
っ
て
く
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
溯
河

魚
を
鱠
に
し
て
食
す
風
習
の
有
無
、
あ
る
い
は
陰
陽
的
な
価
値
づ

け
の
有
無
に
つ
い
て
、
筆
者
は
李
朝
の
史
料
、
民
俗
例
を
十
分
渉

猟
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
朝
鮮
半
島
の
食
物
史
や
料
理
史
の
書
を

邦
訳
書
で
読
む
程
度
の
生
半
可
な
作
業
に
よ
っ
て
推
論
す
る
こ
と

が
無
謀
で
あ
る
こ
と
も
十
分
自
覚
し
て
い
る
。
し
か
し
、
溯
河
す

る
天
然
魚
や
そ
の
鱠
を
陽
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
る
こ
と
は
李
朝
で

は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
す
る
。
そ
の
こ
と
を
間
接
的
に
証

據
立
て
る
の
は
、
屈
大
均
が
節
気
の
食
物
と
し
た
冬
至
の
魚
生
、

夏
至
の
犬
肉
が
、
李
朝
で
は
冬
至
の
小
豆
粥
、
三
伏
の
「
狗
醤
」

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（『
洌
陽
歳
時
記
』
伏
日
、
冬
至
。

『
東
国
歳
時
記
』
三
伏
、
冬
至
）。
冬
至
の
頃
に
鱠
に
す
る
魚
が
入

手
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
許
�
が
黄
海
道
で
は

ど
こ
に
で
も
い
る
、
羅
州
の
も
の
は
大
き
い
、
京
江
産
の
も
の
が

最
も
よ
く
、
平
壌
の
も
の
は
冬
に
味
が
よ
い
と
し
た
ボ
ラ
（
水
魚
、

崇
魚
）
は
、
一
晩
雪
上
に
置
い
て
凍
ら
せ
て
か
ら
薄
く
切
り
、
芥

子
汁
を
つ
け
て
食
す
「
凍
鯔
膾
」
に
な
っ
た
（
４７
）
。
さ
ら
に
許
�
や
李

�
光
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
医
師
許
浚
の
医
書
『
東
医
宝
鑑
』（
一
六

一
三
年
）、
湯
液
篇
�
、
魚
鱠
に
は
、
フ
ナ
の
鱠
、
コ
イ
の
鱠
の

薬
効
が
説
か
れ
て
い
る
（
４８
）
。
ど
ち
ら
も
冬
に
味
が
よ
い
と
さ
れ
る
魚

で
あ
る
。
鱠
の
材
料
に
す
る
魚
に
不
自
由
し
た
わ
け
で
は
な
い
の

に
、
冬
至
に
魚
生
を
食
す
こ
と
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。し

か
し
李
朝
で
は
陰
陽
の
観
念
が
後
退
も
し
く
は
稀
薄
化
し
た

結
果
、
鱠
の
陽
に
よ
る
意
味
づ
け
や
一
陽
来
復
の
冬
至
に
鱠
を
食

す
こ
と
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
正
し
い
と
は

い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
朝
鮮
半
島
は
薬
食
同
源
の
観
念
が
深
く

根
付
い
た
土
地
柄
で
あ
り
、
病
い
は
先
ず
食
に
よ
っ
て
治
す
と
す

る
観
念
が
強
く
、
ま
た
平
素
か
ら
陰
陽
五
行
説
を
基
と
す
る
五
味

五
色
の
観
念
に
よ
っ
て
食
材
を
揃
え
る
こ
と
を
心
掛
け
る
風
が
強

い
風
土
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
４９
）
。

李
朝
の
人
び
と
が
冬
至
に
魚
生
（
鱠
）、
魚
生
粥
を
食
す
風
習

を
も
た
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
清
代
の
中
国
で
も
、
冬
至
に
魚

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て

四
九
（
二
五
九
）



生
、
魚
生
粥
を
節
気
の
食
と
す
る
地
方
は
希
少
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
中
国
で
は
、
冬
至
に
一
家
な
い
し
一
族
団
欒
し
て
共

わ
ん
た
ん

き
び
も
ち

食
す
る
食
物
は
米
粉
の
団
子
、
�
飩
、
黍
�
、
赤
豆
粥
と
す
る
地

方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

冬
至
に
何
を
節
気
の
食
物
と
し
た
の
か
、
そ
の
史
料
を
渉
猟
す

る
こ
と
と
は
別
に
考
え
て
み
た
い
こ
と
は
、
天
然
魚
に
は
節
気
の

食
物
と
し
に
く
い
特
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
溯
河
型

の
天
然
魚
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
降
河
（
降
海
）
型
や
海
水
、
汽

水
を
回
遊
す
る
天
然
魚
に
も
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

溯
河
型
の
葦
魚
に
つ
い
て
記
述
し
て
き
た
関
係
上
、
溯
河
型
の
そ

れ
に
つ
い
て
例
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

朝
鮮
半
島
の
葦
魚
か
ら
学
習
し
え
た
こ
と
は
、
毎
年
ほ
ぼ
決
ま

っ
た
時
期
に
姿
を
現
わ
す
溯
河
型
の
天
然
魚
は
、
そ
の
土
地
、
土

地
の
住
民
に
と
っ
て
季
節
の
到
来
を
知
ら
せ
る
自
然
の
暦
で
あ
り
、

時
節
の
早
晩
を
占
う
目
安
と
も
な
っ
た
。
そ
の
魚
を
初
物
と
し
て

祖
霊
に
供
え
、
歳
時
の
食
と
し
て
共
食
し
、
新
し
い
時
を
迎
え
た

喜
び
を
祝
う
の
で
あ
る
か
ら
、
味
の
よ
い
旬
の
魚
に
と
ど
ま
ら
な

い
存
在
、「
歳
時
の
食
物
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
溯
河
型
の
天
然
魚
は
地
方
的
な
歳
時
の
食
物
と
な
り
え

て
も
、
全
土
的
に
一
定
の
日
時
に
設
定
さ
れ
た
「
節
気
の
食
物
」

に
は
不
向
き
で
あ
る
。
同
一
河
川
で
あ
っ
て
も
、
上
流
、
下
流
な

ど
位
置
に
よ
っ
て
姿
を
見
せ
る
時
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

同
じ
魚
で
あ
っ
て
も
、
河
川
の
所
在
す
る
地
方
に
よ
っ
て
溯
河
の

時
期
が
ず
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
一
河
川
、
同
一
魚
で
あ
っ

て
も
、
年
に
よ
っ
て
溯
河
に
早
晩
が
あ
る
こ
と
は
免
が
れ
な
い
。

中
国
大
陸
に
つ
い
て
は
、
天
然
魚
の
溯
河
す
る
時
差
を
示
す
具

体
的
な
調
査
デ
ー
タ
が
あ
る
。
長
江
を
溯
上
す
る
チ
ョ
ウ
セ
ン
エ

ツ
の
ば
あ
い
、
産
卵
が
始
ま
る
の
は
毎
年
二
月
下
旬
か
ら
三
月
初

め
で
、
河
口
域
の
崇
明
、
江
陰
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
後
、
魚

群
は
時
間
の
経
過
に
伴
い
長
江
を
溯
り
、
南
京
に
お
け
る
産
卵
の

開
始
は
三
月
中
旬
（
盛
期
は
四
月
中
旬
）、
安
徽
省
蕪
湖
で
四
月

初
旬
（
盛
期
は
四
月
中
旬
）、
さ
ら
に
上
流
の
安
慶
、
湖
口
で
は

四
月
上
旬
（
盛
期
は
四
月
下
旬
）
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
５０
）
。
こ
の
ず

れ
は
、
全
土
的
な
流
通
が
カ
バ
ー
し
な
い
限
り
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
エ

ツ
な
ど
川
上
り
す
る
天
然
魚
を
節
気
の
食
物
に
し
に
く
い
十
分
な

理
由
に
な
る
と
み
て
よ
い
。

朝
鮮
半
島
の
場
合
、
北
緯
三
三
度
か
ら
四
三
度
ま
で
、
最
長
一

〇
〇
〇
キ
ロ
に
わ
た
り
南
北
に
長
く
伸
び
る
半
島
で
あ
る
。
半
島

の
南
と
北
、
東
と
西
で
気
温
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
条
件
に
差
違

が
あ
る
の
で
、
天
然
魚
の
溯
河
時
期
に
地
方
に
よ
る
ず
れ
が
生
ず

る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
李
朝
に
お
い
て
、
ま
た
明
清
の
中

国
に
お
い
て
、
時
間
差
が
回
遊
す
る
天
然
魚
を
節
気
の
食
物
と
す

史
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る
上
で
障
害
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

し
て
み
る
と
、
冬
至
に
魚
生
、
魚
生
粥
を
食
し
た
珠
江
デ
ル
タ

や
西
江
下
流
域
、
潮
州
府
、
嘉
應
州
な
ど
で
は
、
天
然
魚
以
外
に

鱠
な
い
し
魚
生
の
材
料
を
求
め
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

広
州
府
の
ば
あ
い
、
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
明
ら
か
に
魚
塘
の

養
殖
魚
で
あ
る
。
改
革
開
放
以
前
の
統
計
で
あ
る
が
、
一
九
七
五

年
珠
江
流
域
水
産
区
の
魚
塘
面
積
は
三
〇
・
四
万
ｈａ

（
５１
）
、
ま
た
内
陸

水
面
三
八
〇
万
ｈａ
（
全
国
の
一
七
％
）
の
七
九
年
水
揚
高
の
う
ち

九
三
％
ま
で
を
養
殖
魚
が
占
め
た
（
５２
）
。

終
り
に

屈
大
均
は
魚
生
に
し
て
う
ま
い
魚
を
い
く
つ
も
あ
げ
て
い
る
が
、

冬
至
に
魚
生
に
拵
え
た
魚
が
何
で
あ
っ
た
の
か
明
言
し
て
い
な
い
。

た
だ
し
一
般
論
と
し
て
、
魚
生
の
材
料
と
し
て
は
�
が
上
で
あ
り
、

な
か
で
も
白
�
が
最
上
（
巻
二
二
、
魚
生
）
と
い
い
、
�
は
�
・

�
・
�
・
�
と
同
じ
く
、
広
州
の
池
塘
で
稚
魚
か
ら
養
殖
す
る
魚

で
あ
る
（
巻
二
二
、
魚
）
と
し
た
一
節
は
示
唆
的
で
あ
る
。
も
し

魚
塘
の
養
殖
魚
を
鱠
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
前
述
し
た
天
然
魚
の

よ
う
な
時
差
の
問
題
は
生
じ
ず
、
節
気
の
食
物
に
な
り
う
る
か
ら

で
あ
る
。

広
州
で
は
肥
沃
な
田
を
放
棄
し
て
土
台
を
築
い
て
果
樹
を
植
え
、

土
台
の
下
に
池
を
つ
く
り
魚
を
養
殖
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た

（
巻
二
二
、
養
魚
種
）。
明
初
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
が
、
田
を
掘
っ

て
養
魚
池
と
し
、
掘
っ
た
土
で
周
囲
に
堤
防
を
築
き
、
そ
こ
に
桑

や
茶
、
茘
枝
な
ど
を
、
ま
た
堤
防
の
内
側
に
は
水
稲
・
甘
蔗
な
ど

を
植
え
、
生
物
連
鎖
を
巧
み
に
利
用
し
た
循
環
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
農
業
、
園
芸
、
養
蚕
、
淡
水
養
殖
を
併
行
し
て
行
な
っ
た
も
の

で
あ
る
（
５３
）
。
養
魚
に
組
込
む
植
物
の
中
心
は
、
果
樹
（
果
基
魚
塘
）、

桑
樹
（
桑
基
魚
塘
）、
甘
蔗
（
蔗
基
魚
塘
）
と
推
移
し
て
き
た
と

さ
れ
る
（
５４
）
。

魚
塘
は
か
つ
て
珠
江
デ
ル
タ
北
部
の
南
海
県
九
江
・
大
同
・
西

樵
一
帯
か
ら
順
徳
、
番
禺
両
県
、
さ
ら
に
南
部
の
中
山
県
、
西
部

の
高
鶴
県
、
新
会
へ
と
広
が
り
、
中
国
淡
水
養
殖
魚
の
三
〇
％
を

生
産
す
る
魚
塘
の
本
場
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
５５
）
。
屈
大
均
の

家
郷
は
番
禺
県
沙
亭
郷
、
ま
た
一
六
歳
ま
で
過
し
た
養
家
の
邵
家

は
南
海
県
に
あ
り
（
５６
）
、
共
に
魚
塘
の
す
こ
ぶ
る
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。と

こ
ろ
で
香
港
の
水
産
学
者
林
書
顔
氏
は
、
中
国
の
魚
塘
で
戦

前
養
殖
さ
れ
た
魚
と
し
て
、
�
コ
イ
（
鯉
魚
）、
�
ソ
ウ
ギ
ョ

（
�
魚
・
白
�
・
草
�
・
草
魚
）、
�
ハ
ク
レ
ン
（
�
魚
・
白
�
）、

�
コ
ク
レ
ン
（
�
魚
・
�
魚
・
大
頭
魚
・
胖
頭
魚
）、
�
ア
オ
ウ

オ
（
�
�
・
青
魚
）、
�
フ
ナ
（
金
魚
・
�
魚
）、
	
パ
ラ
ブ
ラ
ー

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て

五
一
（
二
六
一
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ミ
ス
・
ペ
キ
ネ
ン
シ
ス
（Parabram

is
pekinensis

�
魚
・
塘

�
）、


シ
リ
ー
ナ
・
モ
リ
ト
レ
ラ
（C

irrhina
m
olitorella

土

�
魚
）、
�
ボ
ラ
（
鯔
魚
・
烏
頭
）
の
九
種
を
あ
げ
て
い
る
（
５７
）
。
古

来
「
家
魚
」
と
さ
れ
て
き
た
ハ
ク
レ
ン
・
ソ
ウ
ギ
ョ
・
コ
ク
レ

ン
・
ア
オ
ウ
オ
と
コ
イ
・
フ
ナ
は
、
日
本
で
も
馴
染
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
土
�
魚
は
低
温
に
弱
い
の
で
長
江
流
域
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
ず
、
林
書
顔
氏
に
よ
る
と
、
広
東
と
広
西
、
福
建

の
魚
塘
、
さ
ら
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
半
島
、
ジ
ャ
ワ
、

タ
イ
に
お
い
て
華
僑
が
経
営
す
る
魚
塘
で
コ
イ
や
四
大
家
魚
と
混

養
さ
れ
た
（
５８
）
。
ま
た
ア
オ
ウ
オ
は
安
徽
、
江
蘇
、
浙
江
で
食
用
魚
と

し
て
好
ま
れ
、
こ
の
地
方
に
は
ア
オ
ウ
オ
を
混
養
す
る
魚
塘
が
多

か
っ
た
（
５９
）
。
な
お
魚
塘
で
の
水
揚
げ
は
年
二
回
で
、
二
回
目
は
一
二

月
な
い
し
一
月
に
行
な
わ
れ
た
（
６０
）
。

改
革
開
放
以
後
工
業
用
地
へ
の
土
地
利
用
転
換
が
進
み
、
魚
塘

は
壊
滅
状
態
と
聞
く
が
、
珠
江
デ
ル
タ
、
西
江
下
流
域
は
明
初
以

来
中
国
有
数
の
魚
塘
地
帯
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る

と
、
清
初
以
来
冬
至
に
魚
生
（
鱠
）、
魚
生
粥
を
節
気
の
食
物
と

す
る
広
東
の
風
習
は
、
鱠
継
承
の
前
述
二
条
件
以
外
に
、
魚
塘
に

よ
る
養
殖
魚
の
生
産
と
消
費
、
魚
生
食
に
た
い
す
る
習
熟
度
な
ど

を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
り
、
ま

た
そ
れ
故
に
珠
江
デ
ル
タ
な
ど
広
東
省
方
面
で
卓
越
し
た
一
面
、

全
土
的
な
風
習
と
な
る
の
を
阻
む
結
果
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
私
考
す
る
。
こ
の
仮
説
が
史
料
、
民
俗
例
に
即
し
て
確
証
で
き

る
か
ど
う
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

擱
筆
に
当
り
一
部
魚
類
の
学
名
、
和
名
、
外
国
語
名
に
つ
い
て

�
林
大
学
校
�
林
科
学
院
朴
羊
信
研
究
教
授
、
本
塾
大
学
生
物
学

教
室
坪
川
達
也
医
学
博
士
か
ら
御
教
え
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し

御
礼
申
し
上
げ
る
。
た
だ
し
最
終
的
に
判
断
し
た
の
は
筆
者
で
あ

り
、
記
載
は
す
べ
て
筆
者
が
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）
拙
稿
「
広
東
の
魚
生
食
に
つ
い
て
」『
西
と
東
と
│
│
前
嶋
信

次
先
生
追
悼
論
文
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
、
三
一
七
〜
二

八
頁
。

（
２
）
姜
在
彦
訳
注
『
朝
鮮
歳
時
記
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
一
九
三
、
一

九
九
四
年
、
二
四
六
頁
。

（
３
）
人
見
必
大
『
本
朝
食
鑑
』（
初
版
一
六
九
七
年
）
巻
八
、
鱗
語
、

稲
生
若
水
校
『
新
校
正
本
草
綱
目
』
巻
四
四
（
一
七
一
四
年
）、
鱗

之
三
、
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』（
一
七
一
二
年
成
稿
）
巻
五

一
、
魚
類
は
い
ず
れ
も
�
魚
を
太
刀
魚
と
す
る
。
ま
た
益
軒
自
身

は
『
大
和
本
草
』（
一
七
〇
九
年
）
巻
一
三
、
魚
の
下
、
海
魚
に
至

っ
て
、
�
魚
の
太
刀
魚
説
を
取
り
下
げ
、
新
た
に
	
魚
を
�
魚
に

充
て
て
い
る
。
こ
れ
は
『
大
和
本
草
諸
品
図
』
下
（
一
七
一
五

年
）
に
引
き
継
が
れ
、
	
魚
に
エ
ツ
と
傍
訓
を
す
る
。
ま
た
付
図

史
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を
見
る
と
、
エ
ツ
属
魚
類
に
特
徴
的
な
長
い
尻
び
れ
（
エ
ツ
で
八

一
〜
九
二
軟
条
）
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
４
）
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
３
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
五
四
〇
、

一
九
九
一
年
、
二
一
二
〜
三
頁
。

（
５
）
玄
堂
黒
岩
万
次
郎
校
訂
『
校
訂
筑
後
志
』
本
荘
知
新
堂
（
久
留

米
）、
明
治
四
〇
年
三
月
、
八
三
頁
。

（
６
）
具
体
的
な
村
名
に
つ
い
て
は
、
一
八
世
紀
初
頭
の
本
庄
市
正

『
啓
忘
録
抜
萃
』
に
、「
住
吉
村
・
草
場
村
・
下
田
村
・
浜
村
・
向

島
村
・
浮
島
村
・
青
木
島
村
・
鐘
ヶ
江
村
漁
之
者
、
筑
後
川
筋
ニ

而
捕
之
」
と
あ
る
（『
久
留
米
市
史
』
第
八
巻
、
久
留
米
市
、
一
九

九
三
年
、
九
二
五
〜
六
頁
）。

（
７
）
田
北
徹
「
エ
ツ
」『
山
渓
カ
ラ
ー
名
鑑
日
本
の
淡
水
魚
』（
川
那

部
浩
哉
・
水
野
信
彦
監
修
）
二
版
七
刷
、
一
九
九
五
年
、
四
四

〜
四
五
頁
。

（
８
）
（
５
）、（
６
）な
ら
び
に
『
福
岡
県
の
地
名
』
平
凡
社
・
日
本
歴

史
地
名
大
系
四
一
、
二
〇
〇
四
年
、
九
八
二
頁
。

（
９
）
半
田
隆
夫
・
堂
前
亮
平
編
『
福
岡
県
の
不
思
議
事
典
』
新
人
物

往
来
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
七
六
〜
七
頁
。
高
良
竹
美
執
筆
「
エ

ツ
と
お
坊
さ
ん
」『
福
岡
県
百
科
事
典
』
上
巻
、
西
日
本
新
聞
�
、

一
九
八
二
年
、
二
一
三
頁
。

（
１０
）
前
掲
『
福
岡
県
の
地
名
』、
九
九
六
頁
。

（
１１
）
魚
類
文
化
研
究
会
編
『
図
説
魚
と
貝
の
大
事
典
』
柏
書
房
、
一

九
九
七
年
、
九
三
頁
。

（
１２
）
阿
部
宗
明
監
修
『
原
色
魚
類
大
図
鑑
』
北
隆
館
、
一
九
八
七
年
、

一
一
二
頁
。

（
１３
）
注（
７
）に
同
じ
。

（
１４
）
山
田
梅
芳
他
『
東
シ
ナ
海
・
黄
海
の
魚
類
誌
』
東
海
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
一
一
、
二
一
五
頁
。

（
１５
）
鄭
大
聲
編
訳
『
朝
鮮
の
料
理
書
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
四
一
六
、

一
九
九
六
年
、
二
二
七
、
二
四
一
頁
。

（
１６
）
山
田
梅
芳
他
、
前
掲
書
、
二
一
四
頁
。

（
１７
）
尹
瑞
石
著
、
佐
々
木
道
雄
訳
『
韓
国
食
生
活
文
化
の
歴
史
』
明

石
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
四
二
四
頁
。

（
１８
）
魚
類
文
化
研
究
会
、
前
掲
編
著
、
一
九
九
頁
。

（
１９
）
山
田
梅
芳
他
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
〜
二
〇
一
頁
。

（
２０
）
尹
瑞
石
、
前
掲
訳
書
、
四
四
三
頁
。

（
２１
）
同
前
、
三
一
〇
、
三
七
七
〜
八
、
四
二
三
〜
四
頁
。
佐
々
木
道

雄
『
韓
国
の
食
文
化
│
│
朝
鮮
半
島
と
日
本
・
中
国
の
食
と
交
流

│
│
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
〇
頁
。

（
２２
）
大
田
才
次
郎
『
新
撰
朝
鮮
地
理
志
』
博
文
館
、
明
治
二
七
年
。

大
空
社
復
刻
本
、
二
〇
〇
五
年
、
九
七
頁
。

（
２３
）
（
７
）に
同
じ
。

（
２４
）
李
盛
雨
「
韓
国
の
古
料
理
書
」『
論
集
東
ア
ジ
ア
の
食
事
文

化
』（
石
毛
直
道
編
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
）、
三
八
三
頁
。

（
２５
）
尹
瑞
石
、
前
掲
訳
書
、
五
二
二
頁
。『
芝
峰
類
説
』
下
、
朝
鮮

群
書
体
系
続
々
第
二
二
輯
、
朝
鮮
古
書
刊
行
会
、
大
正
四
年
、
二

八
三
頁
。

（
２６
）
木
村
康
一
新
註
校
訂
『
新
註
校
定
国
訳
本
草
綱
目
』
第
一
〇
冊
、

春
陽
堂
書
店
、
一
九
七
六
年
、
六
四
二
〜
三
頁
。

（
２７
）
同
前
、
六
四
三
〜
四
頁
。

（
２８
）
同
前
、
六
四
三
頁
。

（
２９
）
黄
文
寛
「
戴
縉
夫
婦
墓
清
理
報
告
」『
考
古
学
報
』
一
九
五
七

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て

五
三
（
二
六
三
）



年
第
三
冊
。

（
３０
）
『
廣
東
新
語
』（
清
代
史
料
筆
記
叢
刊
）、
中
華
書
局
（
北
京
）、

一
九
八
五
年
、
出
版
説
明
。

（
３１
）
平
凡
社
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』、
第
二
巻
「
広
東
新
語
」
の
項
。

（
３２
）
周
達
生
『
中
国
食
物
誌
│
│
中
国
料
理
あ
れ
こ
れ
│
│
』
第
二

刷
、
創
元
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
五
八
頁
。
同
『
中
国
』（
世
界
の

食
文
化
②
）、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
〇
四
年
、
一
一
四
〜
六

頁
。

（
３３
）
拙
著
『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

海
峡
都
市
の
風
景
』
岩
波
書
店
、
一

九
八
五
年
、
一
二
九
頁
。

（
３４
）
内
山
完
造
『
中
国
人
の
生
活
風
景
』（
東
方
選
書
三
）、
東
方
書

店
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
二
〜
三
頁
。

（
３５
）
『
芝
峰
類
説
』
が
引
用
し
た
書
物
は
、
六
経
以
下
近
世
の
小
説

詩
集
に
至
る
ま
で
三
四
八
家
で
、
別
巻
に
関
連
記
載
が
あ
る
と
い

う
。
た
だ
し
別
巻
を
利
用
で
き
な
い
の
で
、「
小
説
」
の
書
名
を
明

ら
か
に
し
が
た
い
。

（
３６
）
尹
瑞
石
、
前
掲
訳
書
、
四
二
四
頁
の
訳
に
従
っ
て
、
は
た
は
た
、

に
し
ん
と
し
た
。

（
３７
）
姜
在
彦
、
前
掲
訳
註
書
、
二
四
六
〜
七
頁
。

（
３８
）
同
前
、
七
九
頁
。
京
畿
道
安
山
の
内
海
で
蘇
魚
が
獲
れ
る
と
す

る
一
文
が
付
加
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
３９
）
尹
瑞
石
、
前
掲
訳
書
、
四
四
三
頁
。
な
お
明
朝
の
例
で
あ
る
が
、

一
三
六
八
年
（
洪
武
元
年
）、
毎
月
一
日
、
太
廟
に
供
え
る
薦
新
の

品
を
定
め
た
際
、
鯉
魚
、
�
魚
が
旧
三
月
の
そ
れ
に
入
っ
て
い
る

（『
明
史
』
巻
五
一
、
吉
礼
五
、
薦
新
）
こ
と
を
王
仁
湘
著
、
鈴
木

博
訳
『
中
国
飲
食
文
化
』
青
土
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
五
頁
が

紹
介
し
て
い
る
。

（
４０
）
姜
仁
姫
著
、
玄
順
惠
訳
『
韓
国
食
生
活
史
│
│
原
始
か
ら
現
代

ま
で
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
八
〇
〜
二
頁
。

（
４１
）
（
５
）に
同
じ
。

（
４２
）
姜
仁
姫
、
前
掲
訳
書
、
二
八
〇
頁
。

（
４３
）
姜
在
彦
、
前
掲
訳
註
書
、
二
〇
三
頁
。

（
４４
）
姜
仁
姫
、
前
掲
訳
書
、
三
五
一
頁
。

（
４５
）
山
田
梅
芳
他
、
前
掲
書
、
二
一
二
〜
三
頁
。

（
４６
）
同
前
、
一
八
三
頁
。

（
４７
）
尹
瑞
石
、
前
掲
訳
註
書
、
五
二
三
頁
。

（
４８
）
許
浚
著
『
続
東
医
宝
鑑
』
日
韓
経
済
新
聞
�
、
一
九
七
三
年
、

七
〇
頁
。

（
４９
）
朝
倉
敏
夫
『
韓
国
』（
世
界
の
食
文
化
①
）、
農
山
漁
村
文
化
協

会
、
二
〇
〇
五
年
、
四
一
〜
四
三
頁
。

（
５０
）
山
田
梅
芳
他
、
前
掲
書
、
二
一
七
頁
。

（
５１
）
木
内
信
蔵
編
『
東
ア
ジ
ア
』（
世
界
地
理
２
）
朝
倉
書
店
、
一

九
八
四
年
、
二
九
〇
頁
。
な
お
全
国
淡
水
面
積
の
約
五
〇
％
を
占

め
る
長
江
、
淮
河
流
域
は
中
国
最
大
の
淡
水
漁
業
地
区
で
あ
る

（
同
上
書
、
二
六
六
頁
）
が
、
歴
史
的
に
天
然
魚
の
捕
獲
が
中
心
で

あ
り
、
珠
江
流
域
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

（
５２
）
同
前
。

（
５３
）
拙
稿
「
香
港
漁
業
の
回
顧
と
展
望
」『
ア
ジ
ア
経
済
』
一
〇

―
四
、
一
九
六
九
年
、
三
〇
〜
三
一
頁
。
木
内
信
蔵
、
前
掲
編
書
、

林
和
生
執
筆
、
３
章
中
国
�
、
二
八
八
〜
九
頁
。
周
達
生
、
前
掲

『
中
国
』、
一
四
二
〜
四
頁
。

（
５４
）
木
内
信
蔵
、
前
掲
編
書
、
二
八
八
〜
九
頁
。

史

学

第
七
九
巻

第
三
号

五
四
（
二
六
四
）



（
５５
）
梁
仁
彩
『
広
東
経
済
地
理
』
科
学
出
版
社
（
北
京
）、
一
九
五

六
年
、
三
七
〜
三
八
、
五
四
〜
五
五
頁
。

（
５６
）

H
um

m
el,

A
rthur

W
.,

E
m
inent

C
hinese

of
the

C
h’ing

Period
（1644

�1912

）.reprinted
T
aipei,1970,p.201.

（
５７
）

Lin,
S.

Y
.,
Fish

C
ulture

in
Ponds

in
the

N
ew

T
errito-

ries
of

H
ong

K
ong

,
Journal

of
the

H
ong

K
ong

F
isheries

R
esearch

Station
,V

ol.1,N
o.2

（1940

）,pp.169

〜70.

（
５８
）

Ibid
.,p.170.

（
５９
）
同
前
。

（
６０
）

Lin,S.Y
.,op.

cit.,p.187.

李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て

五
五
（
二
六
五
）


